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「
あ
ん
な
こ
と
い
い
な
　
で
き
た
ら
い

い
な
　
あ
ん
な
夢
こ
ん
な
夢
　
い
っ
ぱ

い
あ
る
け
ど
　
み
ん
な
み
ん
な
み
ん
な

か
な
え
て
く
れ
る
　
不
思
議
な
ポ
ッ
ケ

で
か
な
え
て
く
れ
る
　
空
を
自
由
に
飛

び
た
い
な
　
は
い
タ
ケ
コ
プ
タ
ー
」
と

は
い
か
な
い
の
が
浮
世
の
世
界
。
現
実

は
そ
ん
な
甘
く
な
い
。
誰
か
の
助
け
を
期
待
す

る
前
に
自
ら
の
足
で
立
つ
こ
と
が
重
要
だ
▼
ス

マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ

ト
、
Ａ
Ｉ
な
ど
、
10
年
前
に
は
夢
の
よ
う
だ
っ

た
ス
マ
ー
ト
な
技
術
も
、
メ
ー
カ
ー
が
技
術
開

発
を
進
め
、
導
入
プ
ロ
セ
ス
を
熟
成
し
、
さ
ら

に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
・
キ
ッ
ト
化
し
て
く
れ
た
お

か
げ
で
、
専
門
家
だ
け
で
な
く
、
素
人
で
も
頑

張
っ
て
自
ら
導
入
し
て
使
え
る
レ
ベ
ル
ま
で
や

っ
て
き
た
。
も
は
や
こ
れ
ら
の
技
術
は
夢
で
も

な
ん
で
も
な
く
、
現
実
で
あ
り
リ
ア
ル
。
今
ま

で
は
、
技
術
が
難
し
い
、
専
門
家
が
い
な
い
、

リ
ソ
ー
ス
が
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を

つ
け
て
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
逃
れ
て
き
た
企
業
や

経
営
者
も
、
い
よ
い
よ
逃
げ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

に
来
て
い
る
。
価
格
が
高
い
と
い
う
定
番
の
逃

げ
口
上
も
、
普
及
に
伴
っ
て
価
格
が
落
ち
着
い

て
き
た
こ
と
と
、
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
や
レ
ン
タ
ル
な
ど

提
供
方
式
も
広
が
っ
て
き
た
こ
と
で
通
用
し
な

く
な
っ
て
い
る
。
も
は
や
待
っ
た
な
し
だ
▼
人

手
不
足
も
生
産
性
の
低
さ
も
今
の
業
績
状
況

も
、
外
部
要
因
も
あ
る
と
は
言
え
、
結
局
は
自

社
の
こ
れ
ま
で
の
判
断
の
結
果
。
そ
こ
か
ら
は

逃
れ
ら
れ
な
い
。
成
功
し
業
績
の
良
い
企
業
の

よ
う
に
な
り
た
か
っ
た
ら
、
彼
ら
の
取
り
組
み

を
熱
心
に
ま
ね
れ
ば
良
い
。
今
な
ら
情
報
も
技

術
も
世
に
あ
ふ
れ
、
自
分
で
探
し
、
選
び
、
購

入
し
、
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
今
の
時

代
、
自
分
が
で
き
な
い
こ
と
は
で
き
る
人
に
お

願
い
す
る
、
足
り
な
い
部
分
を
補
い
合
う
と
い

う
風
潮
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
自
分
も
誰
か
に
頼

ら
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
大
前
提
。
自
立
し

て
い
て
初
め
て
そ
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
て
る
の

だ
。
日
本
の
製
造
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
は
、
今

後
、
国
際
競
争
で
ま
す
ま
す
激
し
く
厳
し
く
な

る
。
国
内
市
場
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
て
も
、
海
外

企
業
や
新
規
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
参
入
、
技
術
変
革

も
あ
っ
て
決
し
て
安
泰
で
は
な
い
。
自
ら
デ
ジ

タ
ル
の
力
を
使
っ
て
価
値
を
高
め
、
周
り
か
ら

頼
ら
れ
る
存
在
こ
そ
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
生

き
残
る
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
て
い
る
。

頼られる存在であれ　生き残れるのは助ける力あってこそ

２
０
２
４
年
中
小
企
業
景
況
見
通
し

業
況
Ｄ
Ｉ
上
昇
12
・
７

23
年
よ
り

景
気
良
化

設
備
投
資
需
要
も
回
復

　
２
０
２
４
年
の
中
小
企
業
の
景
況
は
、
２
０
２
３
年
よ
り
も
改
善
す
る
。
日
本
政
策

金
融
公
庫
総
合
研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
中
小
企
業
の
２
０
２
４
年
の
業
況
判
断
Ｄ

Ｉ
は
12
・
７
と
な
り
、
２
０
２
３
年
の
８
・
２
か
ら
４
・
５
㌽
上
昇
。
設
備
投
資
関
連

へ
の
需
要
も
回
復
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

　
調
査
は
、
同
公
庫
の
取
引

先
の
う
ち
９
０
０
社
（
製
造

業
６
０
７
社
、
建
設
業
82

社
、
運
輸
業
54
社
、
卸
売
業

１
５
７
社
）
を
対
象
に
11
月

に
実
施
し
、
５
７
１
社
か
ら

有
効
回
答
を
得
た
も
の
。

　
２
０
２
４
年
業
況
見
通
し

は
、
改
善
が
29
・
１
（
前
年

比
２
・
５
㌽
上
昇
）
、
悪
化

が
16
・
４
（
７
㌽
低
下
）
と

な
り
、
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
（
改

善
―
悪
化
）
は
12
・
７
（
４

・
５
㌽
上
昇
）
と
な
っ
た
。

改
善
も
若
干
の
低
下
だ
っ
た

が
、
悪
化
が
大
き
く
低
下
し

不
正
ア
ク
セ
ス
検
証

攻
撃
シ
ナ
リ
オ
自
動
生
成

三菱電機

て
横
ば
い
が
増
え
た
こ
と
か

ら
、
底
を
脱
し
た
と
見
ら
れ

る
。

　
需
要
分
野
別
（
各
企
業
の

取
り
扱
い
製
品
の
う
ち
最
も

ウ
ェ
イ
ト
の
大
き
い
も
の
の

最
終
需
要
先
）
で
は
、
Ｆ
Ａ

機
器
が
関
連
す
る
設
備
投
資

関
連
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
14

・
６
で
、
２
０
２
３
年
か
ら

の
マ
イ
ナ
ス
４
・
２
㌽
か
ら

大
き
く
上
昇
。
コ
ロ
ナ
禍
の

収
束
で
市
場
に
明
る
さ
が
戻

っ
た
２
０
２
２
年
に
対
し
、

２
０
２
３
年
は
部
材
不
足
に

よ
る
製
品
の
納
期
遅
延
の
影

響
と
半
導
体
関
連
の
不
況
が

響
い
て
景
況
は
沈
ん
だ
雰
囲

気
と
な
っ
て
い
た
が
、
２
０

２
４
年
は
納
期
問
題
が
回
復

し
、
半
導
体
関
連
の
回
復
へ

の
期
待
か
ら
再
び
明
る
さ
を

感
じ
て
い
る
様
子
。

　
設
備
投
資
額
の
見
通
し

は
、
増
加
が
18
・
２
（
５
・

５
㌽
低
下
）
、
減
少
が
17
・

４
（
２
・
３
㌽
上
昇
）
と
な

り
、
設
備
投
資
額
Ｄ
Ｉ
は
０

・
８
（
３
・
２
㌽
低
下
）
。

設
備
投
資
に
は
慎
重
と
な
っ

て
い
る
様
子
が
見
て
と
れ

る
。

　
需
要
分
野
別
の
設
備
投
資

額
Ｄ
Ｉ
で
は
、
食
生
活
関
連

が
23
・
１
（
20
㌽
上
昇
）
と

大
き
く
、
設
備
投
資
に
積
極

的
で
、
乗
用
車
関
連
は
５
・

４
（
３
・
６
㌽
上
昇
）
、
電

機
・
電
子
関
連
が
１
・
５

（
６
・
０
㌽
上
昇
）
と
回

復
。
一
方
で
建
設
関
連
と
設

備
投
資
関
連
の
設
備
投
資
額

は
減
ら
す
企
業
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
売
上
高
・
経
常

利
益
額
の
見
通
し
は
、
売
上

高
Ｄ
Ｉ
が
17
・
１
（
０
・
７

㌽
上
昇
）
、
経
常
利
益
額
Ｄ

Ｉ
が
７
・
２
（
０
・
４
㌽
上

昇
）
。
価
格
の
見
通
し
は
、

販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
が
25
・
０

（
27
・
２
㌽
低
下
）
、
仕
入

価
格
が
34
・
７
（
19
・
９
㌽

低
下
）
。

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

次
世
代
工
場
の
構
築
・
運
営

Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
開
始

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

サ
イ
バ
ー
攻
撃

リ
ス
ク
監
視
、対
応
提
供

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
は
、
こ
れ
ま
で
自
社

工
場
で
実
現
し
て
き
た
、
ス

マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
次
世
代
工
場

の
構
築
・
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ

を
、
製
造
業
向
け
に
展
開
す

る
Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
を
２
０
２

４
年
１
月
か
ら
開
始
す
る
。

す
で
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
は
展

開
し
て
お
り
、
日
本
で
も
提

案
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
同
社
は
受
配
電
な
ど
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器
や
Ｆ
Ａ
機
器
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
向
け
機
器

と
そ
れ
ら
を
監
視
制
御
す
る

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
、
こ
れ
ら
を
統
合

す
る
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供

仕
入
れ
、
44
カ
国
１
８
３
工

場
で
製
造
を
行
い
、
１
日
当

た
り
15
万
件
の
注
文
、
29
万

点
の
商
品
出
荷
を
行
っ
て
お

り
、
２
０
２
３
年
に
は
ガ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
世
界
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
そ
れ

を
支
え
る
工
場
・
物
流
セ
ン

タ
ー
は
２
０
１
７
年
か
ら
ス

マ
ー
ト
化
を
は
じ
め
、
こ
れ

ま
で
に
１
０
０
カ
所
以
上
を

ス
マ
ー
ト
化
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
と
生
産
効
率
を
改

善
。
こ
の
う
ち
７
カ
所
は
、

世
界
経
済
会
議
が
選
定
・
評

価
・
認
定
す
る
ス
マ
ー
ト
工

場
「
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｈ
ｏ
ｕ
ｓ

ｅ
（
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
）
」
に

選
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

も
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ナ
イ

ツ
社
の
調
査
で
２
０
２
１
年

に
世
界
で
最
も
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
企
業
に
選
ば
れ
た
実
績

が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
実
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
も
と
に
、
同
社
が
こ
れ

ま
で
進
め
て
き
た
ス
マ
ー
ト

化
の
取
り
組
み
を
、
外
部
に

展
開
し
て
ス
マ
ー
ト
工
場
化

・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
工
場
の
実

現
を
支
援
す
る
、
Ｄ
Ｘ
サ
ー

ビ
ス
を
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
。
具
体
的
に
は
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
工
場
見
学
な
ど
を

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
は
、
産
業
Ｏ
Ｔ
の
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス

ク
の
高
ま
り
に
対
し
、
Ｏ
Ｔ

環
境
で
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

リ
ス
ク
監
視
と
対
応
を
請
け

負
う
「
マ
ネ
ー
ジ
ド
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
の
提

供
を
開
始
す
る
。

　
Ｉ
Ｔ
環
境
の
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
監
視
・
対
応

は
、
自
社
内
や
外
部
サ
ー
ビ

証
済
み
の
技
術
や
プ
ロ
セ

ス
、
人
材
や
経
験
ノ
ウ
ハ
ウ

を
提
供
し
、
産
業
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
リ
ス
ク
回
避
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
も
の
で
、
自
社
の

米
国
の
飲
料
メ
ー
カ
ー
や
ヘ

ル
ス
ケ
ア
メ
ー
カ
ー
、
イ
ン

ド
の
食
品
メ
ー
カ
ー
等
で
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
、
日
本
で

は
２
０
２
５
年
ま
で
に
30
件

の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
、
10
件
の
ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
工
場
案
件
へ
の
支
援
実
施

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

通
じ
て
現
状
把
握
し
て
戦
略

を
策
定
し
、
そ
の
後
、
現
地

調
査
な
ど
調
査
・
診
断
を
行

い
、
最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
や
シ
ス
テ
ム
を
設
計
・
構

築
し
、
立
ち
上
げ
・
稼
働
開

始
後
も
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ク
セ

ス
や
効
果
分
析
を
通
じ
て
継

続
的
に
改
善
を
行
い
、
ス
マ

ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
工
場
に
着
実
に
近

づ
け
て
い
く
。
全
体
構
築
以

外
に
も
、
一
部
工
程
や
目
的

な
ど
部
分
的
に
始
め
る
こ
と

も
可
能
。

　
Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
よ

っ
て
、
生
産
性
向
上
を
は
じ

め
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
の
企

業
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
再
構
築
、

持
続
可
能
性
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
向
上
、
設
備
保
全
効
率

の
最
適
化
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
、
Ａ
Ｉ
活

用
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
が
可
能
に
な
る
。

　
す
で
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
は

先
行
し
て
提
供
し
て
お
り
、

し
、
２
０
２
２

年
売
上
高
は
約

５
兆
円
の
グ
ロ

ー
バ
ル
企
業
。

日
常
的
に
１
万

４
０
０
０
社
の

部
品
サ
プ
ラ
イ

ヤ
か
ら
部
材
を

　
日
揮
グ
ロ
ー
バ
ル
と
横
河

電
機
は
、
月
面
プ
ラ
ン
ト
を

想
定
し
た
地
球
外
通
信
に
対

応
す
る
制
御
シ
ス
テ
ム
を
共

同
開
発
す
る
。

　
月
有
人
探
査
計
画
の
ア
ル

テ
ミ
ス
計
画
や
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

の
月
面
で
の
水
資
源
を
利
用

し
た
、
水
素
・
酸
素
供
給
プ

ラ
ン
ト
の
構
想
検
討
な
ど
、

月
面
に
プ
ラ
ン
ト
が
建
設
さ

れ
る
可
能
性
を
背
景
に
、
両

社
は
地
上
で
実
績
の
あ
る
プ

ラ
ン
ト
の
運
転
・
遠
隔
監
視

・
制
御
技
術
や
知
見
を
活
用

し
、
重
要
な
要
素
技
術
と
な

る
地
球
外
通
信
に
対
応
し
た

制
御
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発

を
進
め
る
。

　
共
同
開
発
で
は
、
日
揮
グ

ロ
ー
バ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ

ラ
ン
ト
の
制
御
・
運
転
に
関

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
月
面
プ
ラ

ン
ト
に
関
す
る
知
見
と
、
横

河
電
機
の
遠
隔
監
視
・
制
御

技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
通
信

遅
延
を
模
擬
す
る
こ
と
が
可

能
な
実
験
装
置
を
設
計
・
製

作
し
、
超
遠
隔
通
信
対
応
の

制
御
シ
ス
テ
ム
の
最
適
解
を

検
討
し
、
２
０
２
４
年
度
内

を
め
ど
に
検
討
成
果
を
得
る

予
定
。

　
ま
た
制
御
シ
ス
テ
ム
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
を
装
置
か
ら
分

離
し
て
プ
ラ
ン
ト
を
遠
隔
制

御
す
る
技
術
と
な
り
、
得
ら

れ
た
成
果
は
地
上
の
プ
ラ
ン

ト
・
施
設
へ
の
転
用
も
視
野

に
入
れ
て
検
討
す
る
。

　
三
菱
電
機
は
、
機
密
情
報

の
奪
取
可
否
確
認
な
ど
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
不
正
ア
ク
セ
ス

を
検
証
す
る
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て
、
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ッ
カ
ー
視
点
で
攻

撃
シ
ナ
リ
オ
を
自
動
生
成

し
、
そ
の
有
効
性
に
評
価
値

を
付
け
て
提
案
す
る
、
ペ
ネ

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ス
ト
支
援

ツ
ー
ル
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
ｐ
ｌ
ｏ

ｉ
ｔ
（
キ
ャ
ッ
ツ
プ
ロ
イ

ト
）
」
を
世
界
で
初
め
て
開

発
し
た
＝
写
真
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
工
場
機

器
な
ど
へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
制
御

シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
が
急
務
と
な
り
、
産
業

用
制
御
シ
ス
テ
ム
向
け
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
標
準
規

格
、
Ｉ
Ｓ
Ａ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
２

４
４
３
で
フ
ァ
ジ
ン
グ
テ
ス

ト
や
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
テ

ス
ト
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
テ
ス
ト
の
実
施
を
求
め
て

い
る
が
、
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
テ
ス
ト
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ッ

カ
ー
が
実
際
に
シ
ス
テ
ム
や

製
品
を
攻
撃
し
て
脆
弱
性
の

有
無
を
確
認
す
る
試
験
で
、

高
度
な
専
門
知
識
が
必
要
と

な
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ッ
カ
ー

が
希
少
な
人
材
な
た
め
容
易

に
実
施
で
き
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
社
は
、
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ッ
カ
ー
が
テ
ス
ト

対
象
の
シ
ス
テ
ム
や
製
品
に

対
し
て
「
攻
撃
成
功
の
可
能

性
」
、
「
攻
撃
の
発
見
さ
れ

に
く
さ
」
、
「
与
え
る
影
響

の
大
き
さ
」
の
視
点
で
手
段

を
選
択
し
て
攻
撃
を
仕
掛
け

て
い
る
点
に
着
目
し
、
攻
撃

シ
ナ
リ
オ
を
選
択
す
る
た
め

に
各
攻
撃
手
段
の
有
効
性
を

表
す
評
価
値
が
一
覧
で
表
示

さ
れ
る
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

テ
ス
ト
支
援
ツ
ー
ル
を
開
発

し
た
。
同
ツ
ー
ル
で
生
成
さ

れ
た
攻
撃
シ
ナ
リ
オ
を
ペ
ネ

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ス
ト
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
高
度
な
専

門
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア

で
も
容
易
に
テ
ス
ト
を
実
施

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監

視
・
対
応
を
担
っ
て
い
る
、

専
門
組
織
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド

サ
ー
ビ
ス
ハ
ブ
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ

Ｈ
）
」
を
活
用
し
、
顧
客
に

変
わ
っ
て
Ｏ
Ｔ
環
境
の
脅
威

を
監
視
・
対
応
し
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
。
世
界
で
認
識
・
公

開
さ
れ
て
い
る
最
新
の
脆
弱

性
情
報
や
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク

を
監
視
し
、
Ｏ
Ｔ
環
境
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
シ
ス
テ
ム
、

デ
ー
タ
等
を
保
護
す
る
。

　
日
本
で
は
２
０
２
５
年
ま

で
に
１
０
０
拠
点
へ
の
導
入

を
目
指
す
。

ス
で
専
門
組
織
Ｓ
ｏ
Ｃ
（
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
り
広
く

行
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

Ｏ
Ｔ
環
境
は
産
業
用
機
器
で

シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
Ｏ

Ｔ
の
専
門
知
識
も
必
要
な
た

め
、
Ｓ
ｏ
Ｃ
を
担
え
る
人
材

・
組
織
は
内
外
で
不
足
し
て

い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
サ
ー
ビ
ス

は
、
同
社
が
自
社
工
場
で
実

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
セ
ー
フ
テ

ィ
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
機
構

因
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目

指
す
国
際
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｚ
ｅ

ｒ
ｏ
」
に
基
づ
き
、
国
連
の

Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）

の
下
部
組
織
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ａ

て
共
同
で
取
り
組
み
、
そ
の

活
動
が
評
価
さ
れ
た
。

　
11
月
27
日
か
ら
30
日
に
か

け
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開

催
さ
れ
た
第
23
回
世
界
労
働

安
全
衛
生
会
議
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
さ
ら
に
同
社
は
会

議
で
新
し
い
協
調
安
全
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
を
発
表
し

た
。

（
国
際
社
会
保

障
協
会
）
が
創

設
し
、「
事
故
ゼ

ロ
と
健
康
的
な

仕
事
の
た
め
の

７
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ル
」
を
推

進
す
る
企
業
・

組
織
を
表
彰
す

る
も
の
。

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
と

２
社
は
、安
全

と
健
康
、ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
実
現
に
向
け

IDECら３社共同受賞
ウェルビーイング推進評価

日揮グローバル、横河電機

制御システム共同開発
月面プラ
ント向け 超遠隔通信対応

（
Ｉ
Ｇ
Ｓ
Ａ
Ｐ
）
と
日
本
認

証
（
Ｊ
Ｃ
）
と
共
同
で
、
事

故
ゼ
ロ
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
等
を
推
進
す
る
企
業
を
表

彰
す
る
第
１
回
「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ａ

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ

　
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
」
を
受
賞
し

た
＝
写
真
。

　
同
賞
は
、
２
０
１
７
年
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
世
界
労
働
安
全
衛
生
会
議

で
開
始
さ
れ
た
、
職
場
に
お

け
る
職
場
に
お
け
る
労
働
災

害
、
職
業
性
疾
病
、
危
険
要

角
田
裕
也
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

マ
ネ
ー
ジ
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
サ
ー
ビ
ス
監
視
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
参
考
イ
メ
ー
ジ

ISSA Vision Zero Award

業況判断（前年比）
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新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

短
胴
、照
光
タ
イ
プ
追
加

�
省
ス
ペ
ー
ス
化
や
識
別
性
向
上

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
非
常
停
止
用
押
ボ
タ
ン
ス

イ
ッ
チ
「
Ｘ
Ａ
／
Ｘ
Ｗ
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い

て
、
短
胴
や
照
光
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
追
加

し
た
。

ＩＤＥＣ　非常停止用押しボタンスイッチ

　
Ｘ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
は
取
り
付

け
穴
φ
16
㍉
㍍
、
Ｘ
Ｗ
シ
リ

ー
ズ
は
φ
22
㍉
㍍
の
非
常
停

止
用
押
し
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ

で
、
新
製
品
は
従
来
品
か
ら

短
胴
化
を
行
い
、
Ｘ
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
最
短
胴
の
奥
行
き

を
実
現
。
従
来
の
一
体
型
タ

イ
プ
の
Ｘ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
に
比

べ
て
約
35
％
短
胴
化
し
た
12

・
６
㍉
㍍
と
な
り
、
パ
ネ
ル

の
省
ス
ペ
ー
ス
化
や
小
型
化

に
貢
献
す
る
。

　
ま
た
ケ
ー
ブ
ル
レ
ス
の
操

作
パ
ネ
ル
や
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ

Ｇ
Ｖ
等
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ペ

ン
ダ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、

国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
８
５

０
：
２
０
１
５
で
求
め
ら
れ

て
い
る
、
非
常
停
止
機
器
の

色
の
変
化
に
よ
っ
て
有
効
／

無
効
の
識
別
に
対
し
て
も
、

小
型
で
一
体
形
構
造
の
照
光

タ
イ
プ
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

し
、
こ
れ
を
使
う
こ
と
で
照

光
で
通
電
や
稼
働
し
て
い
る

か
ど
う
か
が
ひ
と
目
で
分
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
保
護
構
造
Ｉ
Ｐ
65
／

67
／
69
Ｋ
に
加
え
、
屋
外
規

格
の
Ｕ
Ｌ
　
ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
４
Ｘ

認
証
取
得
や
衝
撃
等
級
Ｉ
Ｋ

07
相
当
を
ク
リ
ア
し
、
機
械

／
電
気
的
耐
久
性
も
25
万
回

（
ａ
ｔ
24
Ｖ
１
０
０
ｍ
Ａ
）

と
圧
倒
的
に
高
い
耐
久
性
を

実
現
し
、
屋
外
利
用
に
も
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
標
準
価
格
は
税
抜
き
３

０
０
０
円
か
ら
。
販
売
目
標

は
２
０
２
６
年
度
に
グ
ロ
ー

バ
ル
で
年
間
60
万
個
を
目
指

す
。

外
観
検
査
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

�

知
識
不
要
で
検
査
可
能

三菱電機

シ
ー
シ
ー
エ
ス 

マ
ル
チ
バ
ン
ド
照
明

�

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
拡
充

ア
ー
ク
溶
接
に
最
適

ダ
イ
ヘ
ン

協
働
ロ
ボ
ッ
ト

タ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン 

予
兆
保
全
ソ
フ
ト

セ
ン
サ
、Ａ
Ｉ
で
異
常
判
断

Ｔ
Ｄ
Ｋ
ラ
ム
ダ 

Ａ
Ｃ
―
Ｄ
Ｃ
電
源

�

三
相
４００
Ｖ
系
入
力
対
応

ゲ
ー
ト
用
車
両
検
知
セ
ン
サ

 

人
、車
の
判
別
力
向
上

オプテックス

東
芝
産
業
機
器
シ
ス
テ
ム

「
シ
ン
ク
ロ
ナ
ス
リ
ラ
ク
タ
ン
ス
モ
ー
タ
」

�

Ｉ
Ｅ
５
効
率
実
現

　
三
菱
電
機
は
、
専
門
知
識

が
な
く
て
も
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
検
査
が
で
き
る
外
観
検
査

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｆ
Ｔ
　
Ｖ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｏ
」
を

発
売
し
た
。

　
同
ソ
フ
ト
は
、
不
良
画
像

が
少
な
く
て
精
度
が
上
が
ら

な
い
、
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
生
成
の

た
め
の
大
量
の
画
像
学
習
に

時
間
が
か
か
る
と
い
っ
た
Ａ

Ｉ
導
入
に
お
け
る
課
題
に
対

し
、
Ｆ
Ａ
に
最
適
な
高
速
・

高
精
度
Ａ
Ｉ
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

を
搭
載
し
、
良
品
の
特
徴
を

覚
え
る
た
め
に
良
品
画
像
を

学
習
さ
せ
る
と
秒
単
位
で
高

速
に
モ
デ
ル
生
成
を
行
い
、

良
品
と
の
違
い
を
検
出
す
る

Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
不
良
品
を
精

度
よ
く
検
出
す
る
ほ
か
、
想

定
し
て
い
な
い
不
良
も
検
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
不
良
品
学
習
を
し
て
モ
デ

ル
生
成
を
す
る
と
欠
陥
を
見

つ
け
る
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
明
ら

か
な
不
良
以
外
に
も
、
類
似

し
た
不
良
で
も
場
所
や
大
き

さ
が
違
っ
て
も
検
出
が
可
能

と
な
る
。
ま
た
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル

が
生
成
で
き
て
も
シ
ス
テ
ム

化
で
き
な
い
と
い
う
課
題
に

対
し
て
も
、
タ
ス
ク
は
フ
ロ

ー
チ
ャ
ー
ト
形
式
で
簡
単
に

設
定
で
き
、
モ
デ
ル
生
成
か

ら
モ
ニ
タ
画
面
の
作
成
ま
で

一
つ
の
ツ
ー
ル
で
設
定
で
き

る
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
レ

ス
で
簡
単
に
運
用
設
定
が
で

き
る
。

　
デ
ー
タ
保
存
に
つ
い
て

も
、
検
査
日
時
や
シ
ー
ケ
ン

サ
デ
ー
タ
、
撮
像
画
像
、
検

査
結
果
を
自
動
で
ひ
も
づ
け

て
一
括
保
存
で
き
、
簡
単
に

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
も
容

易
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　
シ
ー
シ
ー
エ
ス
は
、
マ
ル

チ
バ
ン
ド
照
明
の
リ
ン
グ
タ

イ
プ
、
ド
ー
ム
タ
イ
プ
、
面

タ
イ
プ
を
開
発
し
、
複
数
波

長
の
光
を
使
っ
て
画
像
処
理

検
査
で
は
見
分
け
が
つ
き
に

く
い
不
明
瞭
な
違
い
を
判
別

す
る
識
別
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
拡
充
す
る
＝
写
真
。

　
検
査
用
照
明
に
は
赤
色
、

白
色
な
ど
の
可
視
光
、
紫
外

波
長
、
赤
外
波
長
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
が
あ
る
が
、
同
色
の

異
物
混
入
や
同
じ
色
味
に
見

え
る
も
の
な
ど
検
査
対
象
物

に
よ
っ
て
は
単
一
の
波
長
で

は
検
出
が
難
し
く
、
広
い
波

長
域
を
持
つ
光
源
と
マ
ル
チ

ス
ペ
ク
ト
ル
カ
メ
ラ
や
ハ
イ

パ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
カ
メ
ラ
等

の
特
殊
機
材
を
使
っ
て
の
検

査
が
必
要
だ
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
社
は
、
２

０
２
１
年
に
リ
ン
グ
タ
イ
プ

の
マ
ル
チ
バ
ン
ド
照
明
を
開

発
し
、
単
一
の
波
長
だ
け
で

は
難
し
い
識
別
検
査
に
対
し

て
複
数
波
長
の
光
を
使
っ
て

画
像
の
見
え
方
の
差
を
利
用

し
た
識
別
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
案
し
て
き
て
、
こ
の
ほ

ど
ド
ー
ム
タ
イ
プ
、
面
タ
イ

プ
で
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

識
別
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案

の
幅
を
拡
大
し
た
。

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
ラ
ム
ダ
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ

レ
ー
ル
取
り
付
け
専
用
の
三

相
４
０
０
Ｖ
系
入
力
対
応
Ａ

Ｃ
―
Ｄ
Ｃ
電
源
「
Ｄ
Ｒ
Ｂ
―

３
シ
リ
ー
ズ
」を
発
売
し
た

＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー

Ｄ
（
Ｄ
Ｃ
―
Ｏ
Ｋ
）
を
搭
載

し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
接

続
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
ね
じ
端
子
と
プ
ッ
シ
ュ

イ
ン
端
子
タ
イ
プ
を
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
。
主
な
用
途
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
、
Ｆ
Ａ
、
半
導
体
製

造
装
置
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
器
な
ど
を
想
定
し
て

い
る
。

ル
取
り
付
け
専
用
の
Ａ
Ｃ
―

Ｄ
Ｃ
電
源
で
、
最
大
94
％
の

高
効
率
。
さ
ま
ざ
ま
な
Ａ
Ｃ

４
０
０
Ｖ
系
電
源
シ
ス
テ
ム

に
対
応
す
る
広
範
囲
三
相
３

５
０
―
５
７
５
Ｖ
Ａ
Ｃ
入

力
。
ピ
ー
ク
出
力
電
流
で
、

誘
導
性
負
荷
と
容
量
性
負
荷

を
サ
ポ
ー
ト
。
リ
モ
ー
ト
Ｏ

Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

機
能
の
ほ
か
、
並
列
運
転
、

出
力
ス
テ
ー
タ
ス
表
示
Ｌ
Ｅ

　
タ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
（
東

京
都
台
東
区
）
は
、
Ａ
Ｉ
に

よ
る
予
兆
保
全
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
「
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
（
ロ
ッ

ソ
）
」
を
発
売
し
た
。
Ｌ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
Ｏ
は
生
産
設
備
の
異
常

検
知
で
、
今
ま
で
人
の
経
験

や
感
覚
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
た
現
場
の
保
全
に
関
す
る

判
断
や
意
思
決
定
を
、
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
補
完
・
代
替
す

る
。

　
同
社
の
複
数
セ
ン
サ
の
組

み
合
わ
せ
使
用
す
る
こ
と

で
、
測
定
し
た
電
流
値
か
ら

設
備
が
稼
働
中
な
の
か
停
止

中
な
の
か
、
ま
た
は
す
ぐ
稼

働
に
移
れ
る
待
機
中
な
の
か

を
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
設

備
の
稼
働
状
況
の
常
時
監
視

や
過
去
の
稼
働
状
況
や
設
備

の
状
態
を
振
り
返
る
こ
と
も

可
能
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
最
適
な
閾
値
の
設
定

や
、
遠
隔
か
ら
設
備
の
状
態

や
傾
向
を
監
視
で
き
る
。

　
ま
た
、
日
々
実
施
し
て
い

る
設
備
の
点
検
業
務
等
を
代

替
、
複
数
の
セ
ン
シ
ン
グ
デ

ー
タ
に
よ
る
設
備
異
常
の
事

前
検
知
、
急
な
設
備
停
止
の

発
生
リ
ス
ク
を
軽
減
、
傾
向

監
視
に
よ
る
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
の
部
品
交
換
な
ど
に

利
用
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の

異
常
検
知
、
予
兆
保
全
を
使

用
す
る
と
、
振
動
セ
ン
サ
や

温
度
セ
ン
サ
と
い
っ
た
複
数

の
セ
ン
サ
値
を
複
合
的
に
分

析
す
る
こ
と
で
高
精
度
な
異

常
検
知
を
実
現
で
き
、
異
常

発
生
時
の
セ
ン
サ
デ
ー
タ
の

推
移
や
傾
向
も
見
え
る
化
で

　
ヒ
ロ
セ
電
機
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｘ

７
・
Ｉ
Ｐ
Ｘ
８
防
水
対
応
の

ブ
ラ
イ
ン
ド
メ
イ
ト
コ
ネ
ク

タ
「
Ｈ
Ｒ
34
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
」

を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
・
Ａ

Ｍ
Ｒ
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
無
人

移
動
体
で
求
め
ら
れ
る
小

型
、
軽
量
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

性
を
考
慮
し
て
モ
ジ
ュ
ー
ル

ユ
ニ
ッ
ト
化
し
た
ブ
ラ
イ
ン

ド
メ
イ
ト
接
続
の
コ
ネ
ク

タ
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
間
の
か
ん
合
軸

ず
れ
を
吸
収
す
る
フ
ロ
ー
テ

ィ
ン
グ
構
造
を
持
ち
、
Ｘ
Ｙ

方
向
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス

０
・
５
㍉
㍍
の
フ

ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
量
に
よ
っ
て

組
み
立
て
工
数
を
効
率
化
で

き
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
組
み

立
て
に
も
対
応
で
き
る
容
易

な
か
ん
合
と
な
っ
て
い
る
。

か
ん
合
キ
ー
に
よ
っ
て
誤
か

ん
合
を
防
止
し
、
プ
ラ
グ
用

ね
じ
に
は
あ
ら
か
じ
め
緩
み

防
止
剤
を
塗
布
。
組
み
立
て

工
数
削
減
と
塗
布
作
業
の
ば

ら
つ
き
に
よ
る
不
具
合
発
生

率
を
軽
減
し
て
い
る
。

　
軽
量
化
の
た
め
ポ
リ
ア
ミ

ド
樹
脂
を
採
用
し
、
Ｉ
Ｐ
Ｘ

７
・
Ｉ
Ｐ
Ｘ
８
の
防
水
対
応

と
な
っ
て
い
る
。

　
ダ
イ
ヘ
ン
は
、
ア
ー
ク
溶

接
用
途
に
最
適
な
協
働
ロ
ボ

ッ
ト
「
Ｆ
Ｄ
―
Ｖ
Ｃ
４
」
を

発
売
し
た
。

　
現
在
普
及
し
て
い
る
協
働

ロ
ボ
ッ
ト
で
溶
接
を
行
う
に

タ
）
に
耐
え
得
る
環
境
性
、

ロ
ボ
ッ
ト
を
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

す
る
際
の
手
間
、
さ
ま
ざ
ま

な
溶
接
に
対
応
す
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
が
搭
載
さ

れ
て
い
な
い
な
ど
多
く
の
課

題
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

同
社
の
溶
接
に
関
す
る
知
見

と
ノ
ウ
ハ
ウ
、
技
術
を
結
集

さ
せ
、
ア
ー
ク
溶
接
用
途
に

最
適
な
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
と
し

て
開
発
。
ア
ー
ク
溶
接
に
最

適
な
高
軌
跡
精
度
に
よ
り
安

定
し
た
高
品
質
溶
接
を
可
能

と
し
、
直
線
・
円
弧
な
ど
の

軌
跡
精
度
も
大
幅
に
向
上
。

　
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接
な
ど
、
高
周

波
ノ
イ
ズ
が
発
生
す
る
溶
接

で
も
安
心
し
て
使
用
で
き
る

高
い
耐
ノ
イ
ズ
性
を
備
え
て

い
る
。
ス
パ
ッ
タ
が
飛
散
す

る
溶
接
環
境
下
で
も
安
心
し

て
使
用
で
き
る
耐
環
境
性
を

持
ち
、
安
全
に
対
し
て
も
あ

ら
か
じ
め
設
定
し
た
接
触
検

知
レ
ベ
ル
を
超
え
る
力
を
検

知
す
る
と
自
動
停
止
し
、
本

体
も
手
や
指
の
挟
み
込
み
防

止
の
形
状
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
Ｃ
Ｏ
２

／
Ｍ
Ａ
Ｇ
溶

接
、
Ｍ
Ａ
Ｇ
パ
ル
ス
溶
接
、

シ
ン
ク
ロ
フ
ィ
ー
ド
溶
接
シ

ス
テ
ム
、
Ｐ
ｌ
ａ
ｓ
ｍ
ａ
　

Ｊ
ｅ
ｔ
　
Ｔ
Ｉ
Ｇ
な
ど
同
社

が
保
有
す
る
全
て
の
溶
接
法

が
使
用
で
き
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
タ
ッ
チ
セ
ン
サ
機

能
、
ア
ー
ク
セ
ン
サ
機
能
、

ウ
ィ
ー
ビ
ン
グ
機
能
、
オ
フ

ラ
イ
ン
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
、
各
種
溶
接
ト
ー
チ
な

ど
も
利
用
可
能
。

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
プ
リ
ン
ト

基
板
用
の
Ｍ
Ｏ
Ｓ
　
Ｆ
Ｅ
Ｔ

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
は
、
ゲ
ー

ト
用
車
両
検
知
セ
ン
サ
「
Ｏ

Ｖ
Ｓ
―
02
Ｇ
Ｔ
」
を
発
売
し

た
。

　
駐
車
場
の
管
理
は
、
車
室

や
ゲ
ー
ト
路
面
に
ル
ー
プ
コ

イ
ル
が
埋
設
さ
れ
、
磁
界
に

よ
っ
て
車
両
検
知
が
行
わ
れ

る
が
、
ル
ー
プ
コ
イ
ル
式
は

施
工
性
と
景
観
保
護
に
課
題

が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
社
は
、
２

０
１
６
年
か
ら
ル
ー
プ
コ
イ

ル
な
し
に
車
両
を
検
知
で

き
、
施
工
規
模
も
小
さ
く
て

済
む
セ
ン
サ
「
Ｏ
Ｖ
Ｓ
―

01
」
を
発
売
し
、
こ
れ
ま
で

国
内
外
で
７
万
台
以
上
販
売

し
て
き
た
。
新
製
品
で
は
、

物
体
判
別
と
車
両
検
知
の
技

術
を
新
た
に
開
発
し
、
セ
ン

サ
部
を
低
コ
ス
ト
に
抑
え
、

ゲ
ー
ト
に
対
し
て
斜
め
に
進

入
し
て
く
る
車
両
に
対
し
て

の
検
知
性
能
や
人
と
車
を
判

別
す
る
能
力
を
向
上
さ
せ

た
。
こ
れ
に
よ
り
旋
回
し
な

が
ら
入
庫
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
立
体
駐
車
場
や
、
頻
繁
な

人
の
往
来
が
あ
る
場
所
に
も

対
応
可
能
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
同
製
品
を
使
っ
て

駐
車
場
機
器
メ
ー
カ
ー
と
共

同
で
、
実
地
テ
ス
ト
を
行
う

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
Ｖ
ｉ
ｉ
Ｋ
　
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｎ
Ｅ
Ｒ
（
ビ
ー
ク
エ
コ
シ
ス

テ
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
）
」
も
開

始
し
た
。

　
東
芝
産
業
機
器
シ
ス
テ
ム

は
、
コ
イ
ル
に
発
生
す
る
磁

束
の
み
で
回
転
し
、
高
効
率

運
転
が
で
き
、
Ｉ
Ｅ
５
効
率

を
実
現
し
た
「
シ
ン
ク
ロ
ナ

ス
リ
ラ
ク
タ
ン
ス
モ
ー
タ

（
Ｓ
ｙ
ｎ
Ｒ
Ｍ
）
」
を
発
売

し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
ロ
ー
タ
部
分

（
回
転
子
）
に
磁
石
（
レ
ア

ア
ー
ス
）
を
使
用
せ
ず
に
コ

イ
ル
に
発
生
す
る
磁
束
の
み

で
回
転
す
る
モ
ー
タ
で
、
２

次
電
流
に
よ
る
損
失
が
発
生

せ
ず
、
よ
り
高
効
率
な
運
転

が
可
能
。
モ
ー
タ
と
し
て
最

高
レ
ベ
ル
の
Ｉ
Ｅ
５
効
率
を

実
現
し
、
Ｉ
Ｅ
３
か
ら
35
％

損
失
を
低
減
。
磁
石
レ
ス
で

回
転
す
る
構
造
な
の
で
、
レ

ア
ア
ー
ス
を
使
用
せ
ず
、
省

資
源
化
に
も
貢
献
。
標
準
枠

番
の
三
相
誘
導
モ
ー
タ
と
取

り
合
い
寸
法
が
同
一
で
互
換

性
が
あ
り
、
置
き
換
え
も
容

易
。
イ
ン
バ
ー
タ
と
組
み
合

わ
せ
て
使
う
こ
と
で
高
度
な

運
転
が
可
能
に
な
る
。

リ
レ
ー
と
し
て
、
高
容
量
・

低
オ
ン
抵
抗
タ
イ
プ
の
「
Ｇ

３
Ｖ
Ｍ
―
６
３
Ｂ
Ｒ
／
６
３

Ｅ
Ｒ
」
を
発
売
し
た
＝
写

真
。
同
製
品
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
６

ピ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
メ
カ
ニ

カ
ル
リ
レ
ー
並
み
の
低
オ
ン

抵
抗
、
高
容
量
開
閉
を
実

現
。
接
点
構
成
は
１
b
、
負

荷
電
圧
は
60
Ｖ
、
連
続
負
荷

電
流
（
最
大
）
は
１
・
２
Ａ

（
２
・
４
Ａ
）
。

高
容
量
・
低
オ
ン
抵
抗

Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
リ
レ
ー

オ
ム
ロ
ン

セ
ン
シ
ン
グ
バ
ー
照
明

幅
30
㎜
に
加
え
15
㎜
も

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ
ー

き
る
。
し
か
も
、
異
常
と
判

断
す
る
基
準
を
ユ
ー
ザ
側
で

調
整
で
き
、
設
備
の
異
常
検

知
結
果
や
点
検
記
録
を
一
元

管
理
が
可
能
に
な
る
。

IPX7・8防水準拠
ヒロセ電機 ブラインドメイトコネクタ

OPB―Xシリーズ

OVS―02GT（右）、レーダーで車両を検知

Ｆ
Ｄ
︱
Ｖ
Ｃ
４

Ｘ
Ａ
／
Ｘ
Ｗ
シ
リ
ー
ズ

Ｆ
Ｄ
︱
Ｖ
Ｃ
４

は
、
動
作
範
囲
の
軌

跡
精
度
が
十
分
で
な

か
っ
た
り
、
Ｔ
Ｉ
Ｇ

溶
接
の
よ
う
な
高
周

波
が
発
生
す
る
場
合

の
耐
ノ
イ
ズ
性
能
、

溶
接
時
に
発
生
す
る

金
属
粒
（
ス
パ
ッ

MELSOFT VIXIO

ー
は
、
高
輝
度
セ
ン
シ
ン
グ

バ
ー
照
明
「
Ｏ
Ｐ
Ｂ
―
Ｘ
シ

リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
従
来

の
幅
30
㍉
㍍
に
加
え
、
幅
15

㍉
㍍
の
タ
イ
プ
を
追
加
し

た
。
同
製
品
は
、
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｕ

Ｘ
　
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
＋
対

応
の
高
輝
度
セ
ン
シ
ン
グ
バ

ー
照
明
で
、
幅
30
㍉
㍍
サ
イ

ズ
を
発
売
し
て
い
た
が
、
従

来
製
品
の
Ｏ
Ｐ
Ｂ
―
Ｓ
シ
リ

ー
ズ
と
完
全
互
換
の
幅
15
㍉

㍍
サ
イ
ズ
の
白
・
青
色
タ
イ

プ
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
追
加

し
た
。

マルチバンド照明（左からリングタイプ、
ドームタイプ、面タイプ）

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A



（3）　　　２０２３年（令和５年）１２月１３日

　■アドバンテックとカンファレンスについて
　アドバンテックは1983年台湾で創業し、世界26カ国
に展開する産業用PCのリーディングカンパニー。
「インテリジェントプラネットの実現」を企業ビジョ
ンとして掲げ、ビジネスパートナーと協力して、産業
分野に特化したAI×IoTプラットフォームサービスを
提供している。
　産業用PC以外にも、組み込み用の各種モジュー
ル、イーサネットスイッチ、プロトコルゲートウェ
イ、ディスプレイ、各種I／Oやセンサ等、標準品だ
けで2000種を超えるハードウエアのラインアップをそ
ろえ、各種カスタマイズにも対応。日本でも福岡県直
方市に製造拠点を設け、一部モデルは最短10日納期に
対応するなど、サービスも強化している。また、ハー
ドウエアだけではなく、ソフトウエアやIoTプラット
フォームも含めて提供し、幅広い業界にソリューショ
ンベンダーとして価値提供を行っている。
　Advantech Industrial IoT World Partner　
Conferenceでは、アドバンテックの方針説明の他、
業界をリードする先進企業・パートナー企業幹部によ
る最新情報や事例の講演といった聴講形式のイベント
を中心に行われた。最新ソリューションの展示、関係
者同士の交流をはかるパーティーなども開催され、
「製造業」を中心にした産業向けIoT（IIoT）や生成
AI、エッジコンピューティングの最新情報が共有さ
れ、多くの参加者が熱心かつ積極的に議論を重ねた。
　日本からも装置メーカー、インテグレータ、専門商
社など多くのパートナーが参加。グローバルかつ最新
の情報に触れ、自社のビジネスにすぐに生かせる情報
を持ち帰った。生成AIの急激な進化に伴いビジネス
環境は今後加速度的に変化することが明白な状況のな
か、本カンファレンスでは、その変化への適応に対し
て「アドバンテック〝が〟できること」「アドバンテ
ック〝と〟できること」の方向性が示された。

「AIxIoT（AIとIoTの融合）」をテーマとした
基調講演
　カンファレンスは、産業用IoTに関する基調講演か
ら幕を開けた。Linda  Tsa i氏（Pres i den t  o f 
Industrial IoT）からは、AIxIoT（AIとIoTの融合）
の趨勢について、「成長」「共創」「持続可能性」を
キーワードに発表が行われ、アドバンテックが歩んで
きた40年の歴史と関連技術の紹介を通じ、近年の情報
化・自動化に関連するキーワードの変遷が解説され
た。また、現在同社が提供している「自動化機器・ソ
リューション」「AIxIoTを加速するエッジコンピュ
ーティング」の概要と合わせ、「エッジ」をキーワー
ドにした取り組みが発表された。
　「スマートシティ」「製造業」「交通・流通」「健

康・医療」「小売り」などそれぞれの領域で活用され
ている同社製品や、パートナー企業の紹介もなされ、
「生成AI」「インダストリー5.0（人を中心とした環
境変化に対応できる持続可能な産業）」「カーボンニ
ュートラル」といったAIxIoTの推進要因と、自社サ
ービスのポートフォリオ、領域ごとに強みを持つパー
トナーが例示され、今後の方針も示された。さらに、
アドバンテックが推進する「EdgeSync360」という
概念に基づいた最適な機器・ソリューションの統合制
御の全体像も発表され、エッジデバイスをそれぞれク
ラウドまでシームレスに接続する「EdgeLink」、効
率的に管理する「DeviceOn」、リアルタイムに監視
・制御する「WebAccess」、単一プラットフォーム
で管理する「EdgeHub2.0」などの全体像が、今後成
長が見込まれる「FA」「機器間連携」といったIoT
技術の適応用途と併せて共有された。また、サービス
センターや工場の新規開設計画も発表、2050年のNet 
Zero（温室効果ガス排出量が実質ない状態）を目指
しての取組や、領域ごとのパートナー戦略なども示さ
れ、次世代のAIxIoTに関する共創の方向性が明らか
にされた。
　基調講演は、参加者が「業界全体のトレンド」およ
び「アドバンテックがパートナーと共に歩む方向性」
を理解し、「それぞれの参加者が持つ強み」と「アド
バンテックが持つ強み」を、どのようにビジネスにつ
なげていくべきか具体的に考えられる時間となった。

アドバンテックが目指すAIxIoTの姿

　■アドバンテックの次期戦略
　アドバンテック創業者であるKC Liu氏は「AIxIoT
＋エッジコンピューティング」を核にした未来に向け

た戦略が40年の歴史と合わせて発表され、エッジコン
ピューティング市場のこれからの進化の方向性と適用
領域も例示された。2023年現在は個々の事例創出が中
心となっているが、今後時間が経過するにつれ領域ご
とのソリューションが増え、5年から10年のうちにア
ーキテクチャとして統合され、汎用的に活用される未
来を示した。
　また、「The Trio of AIxIoT Co-Creation」という
キーワードについても解説された。〝Trio〟は、同
社が提供するクラウドプラットフォーム「WISE-
P a a S 」 お よ び エ ッ ジ ソ リ ュ ー シ ョ ン
「EdgeSync360」と、生成AIやパートナーが提供す
るエッジAIなどの「AI Fusion」の3つを示してい
る。それらを融合し、アドバンテックの強みを生かし
ながら、パートナー企業と一緒に共創を強く推し進め
ていくことが共有された。

　■共創によるビジョンの実現
　カンファレンスでは、共創を実現するパートナー企
業も多数登壇し、具体例を交えた発表が行われた。マ
イクロソフトからはアジア太平洋地域のインダストリ
アルソリューションエンジニアリングPMグループマ
ネージャーCathy Yeh氏が登壇。同社が提供するプラ
ットフォーム「Azure」と生成AIで先頭を走るOpen 
AIの技術を組み合わせた「Azure Open AI」につい
て「コンテンツ生成」「要約」「コード生成」「セマ
ンテック検索（ユーザの意図などを理解して、関連性
の高い情報を提供するための技術）」の4つの機能と
それぞれの事例を紹介。川崎重工業とのロボットを活
用したスマートファクトリーの事例や、ロックウェル

オートメーションとの会話型インターフェースの事例
が紹介された。
　NVIDIAからは、組み込みおよびエッジコンピュー
ティング領域の副社長兼統括マネージャーDeepu 
Talla氏による「エッジAIとロボティクス」について
の講演、モベンシスからはCEOのRoi Pyong Pak氏に
よる「AGV・AMRとロボット向けプラットフォー
ム」の紹介があった。また、ボストンコンサルティン
ググループ、Momen t a  Ven t u r e s、Orange 
Business、Raven ai、Integral System、Axiom 
Manufacturing Systemsなどのパートナーからも具
体的な共創事例が共有され、アドバンテックが提供す
る製品・ソリューションとの連携による価値が広く示
された。

スマートオートメーションソリューション

　アドバンテックジャパンからも、執行役員インダス
トリアルIoT統括事業本部の古澤隆秋氏が、セクター
マネージャーのTiger Yeh氏と共に登壇。設備総合効
率（OEE）の管理、予知保全、エネルギーマネジメ
ント、AI画像処理、MESなど、インダストリー4.0を
実現するために注目されている各ソリューションにつ
いて実例を交えて解説をした。例えば装置メーカーに
おける例では、同社製産業用PCと総合開発環境
「CODESYS」を活用することで、30％の開発工数削
減とダウンタイムを約15％削減できたことなどを紹
介。同社のオープンエッジコントローラ「AMAX-
5000シリーズ」が核となり、IT（情報技術）とOT
（製造技術）両方の領域をシームレスにつなぐこと
で、「どのような機器がどのようにつなげられたか」
「入出力信号が基幹システムやクラウドまでどのよう
につなげられるのか」そしてその結果実現できる「セ
キュリティ対策」「予知保全の効果」などを分かりや
すく紹介した。

　アドバンテックは10月26日と27日、台湾（台
北）に構える同社・林口キャンパスにて、創業
40周年を迎えるアドバンテックの「過去」「現
在」の理解を深め「未来」を示すワールドパート
ナーカンファレンスを開催。北米、欧州、日本、
韓国、アジアなど約60の国と地域から、共創パ
ートナー約800人が集まった。その様子をレポー
トする。

生成AI活用とエッジコンピューティングで共創推進
2023 Advantech Industrial IoT World Partner Conference開催レポート

アドバンテック

https://blog.advantech.co.jp
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モバイルロボ
ットと協働ロ
ボットを組み
合わせたモバ
イルマニピュ
レータを使っ
て自動化し、
さらに装置や
作業の見える
化と帳票記入
や実績入力などの工数削減も実現した。

■�富士電機、カーボンニュートラルに関わる技術
紹介動画を公開

　富士電機は、脱炭素社会の実現に貢献する「カーボ
ンニュートラルテクノロジー」としてカーボンニュー
トラルに関わる技術紹介動画を公開した。

　動画は「社長篇」と「技術篇」で構成し、「社長
篇」では近藤社長COOが脱炭素社会における富士電
機の使命を語り、「技術篇」では「つくる」「はこぶ
・ためる」「つかう」の3つのテーマで、計測技術
（流量計、漏洩検知センサ）、純水素燃料電池システ
ム、直流配電に適した受配電機器、排熱回収型蒸気発
生ヒートポンプなどのキーテクノロジーを紹介してい
る。

■�アズビル、クラウド型バルブ解析診断サービス
「Dx�Valve�Cloud�Service」を三菱ガス化
学の3拠点に提供

　アズビルは、三菱ガス化学の新潟工場（新潟県新潟
市）と鹿島工場（茨城県神栖市）、浪
速製造所（大阪府大阪市）の3つの生
産拠点に2024年春に向けて順次「Dx 
Valve Cloud Service」を提供してい
く。
　「Dx Valve Cloud Service」は、バ
ルブの解析診断結果や運転中の稼働デ
ータをWebコンテンツで提供するク
ラウド型バルブ解析診断サービス。プ
ラントや工場で稼働するバルブの健全
性を診断し、その結果を可視化して生産設備の安定化
や保安力強化を支援する。
　導入が決まった要因は、Webコンテンツ上で調節
弁の状態の解析診断レポートが毎週出力されていつで
も閲覧可能なこと、調節弁の状態異常の早期発見・原
因特定が容易であること、予期せぬ突発トラブルの未
然回避につながることなど。

■�フエニックス・コンタクト、電源用クラスⅡ
SPD「VAL-SECシリーズ」が国交省公共建
築工事標準仕様書に適合

　フエニックス・コンタクトは、電源用クラスⅡ 
SPD「VAL-SECシリーズ」が国土交通省公共建築工
事標準仕様書に適合していることを確認した。
　同製品は、対地間（N-PE間）にガス入り放電管

■�三菱電機、SCADA「GENESIS64」採用事
例「リンステック下館工場」を公開

　 三 菱 電 機 は 、 F A サ イ ト 内 に 、 S C A D A
「GENESIS64」の採用事例として、プリント配線板
メーカーのリンステック下館工場（茨城県筑西市）の
事例を公開した。同社
はSCADA導入によっ
て手作業に依存してい
た生産状況の把握がリ
アルタイムで可能にな
ったことに加え、排水
のpH値の推移を監視
して異常発生前に回避措置を行えるようになり、さら
に自由度が高い点を生かし、自社で運用できる体制を
構築できたとしている。

■�三菱電機、「機械加工ラインDXソリューショ
ン（MONOZUKURI�DX�Solution）」特設
ページ公開

　三菱電機は、FAサイト内に、「機械加工ラインDX
ソリューション（MONOZUKURI DX Solution）」
特設ページを公開した。
　同ソリューションは、機械加工業を対象としたクラ
ウドプラットフォームで、同社が提供するものづくり
支援アプリやパートナー企業の知見や便利なアプリを
利用でき、開発設計から保守保全のエンジニアリング
チェーンの全領域でさまざまなデータにアクセスで
き、簡単に現場に導入することができる。

■�三菱電機、特別コラム「愛すべき後輩たちへ」
第2・3回公開

　三菱電機は、FAデジタルマガジン「The Art of 
Manufacturing―ものづくり」で、特別コラムの第2
回「あらゆる『モノ』の生みの親-FAの魅力-」、第3
回「性別にかかわ
らず多様な意見を
受け入れて」を公
開した。
　ものづくりの世
界で働く女性たちがその魅力と可能性について語り合
った特別コラムで、2回目はFAの魅力や醍醐味を語
り、3回目は女性のビジネスパーソンはどんなことを
心掛けるべきか、男性にはどのような配慮と姿勢が求
められるのかを公平な視点からアドバイスしている。

■�オムロン、ロボット導入事例としてTDK稲倉
工場　東サイトでのモバイルマニピュレータ事
例を公開

　オムロンは、ロボット導入事例として、秋田県にか

込みながら学んでいくコンテンツ「まんがで分かる制
御機器」のSeason2　測域センサ　エリア設定タイプ
編　第16話「AGV同士がすれ違うと停止？？」を公
開した。
　最小検出物体の設定値を変更し、埃に反応すること
なくAGVを走行させることに成功したアンさんは、
しばらく問題なくAGVを走行させることができたた
め、2台目を導入しましたが、AGV同士がすれ違うと
停止してしまう問題が発生！？

■�不二電機、組織変更を実施　中長期事業戦略と
デジタル化推進へ経営企画室と情報システム部
を設置

　不二電機は、2024年2月1日付で組織変更を行い、
中長期事業戦略の企画・推進に向けた「経営企画
室」、デジタル化推進のための「情報システム部」を
設置する。また業務効率化のため、草津製造部とみな
み草津製造部、新旭製造部、物流部を「製造部」に統
合・編入、仕入販売の終息に伴ってスマートソリュー
ション部を「営業部」に統合する。

■�日東工業、産業用蓄電池システム搭載のEVリ
ユースバッテリに対し10年保証に対応

　日東工業は、環境配慮型の産
業用太陽光自家消費蓄電池シス
テム「サファLink-ONE-」で
使用しているEV使用済みリユ
ースバッテリーに対し10年保
証に対応する。同製品は、EV
で使用済みのリユースバッテリ
ーを活用した産業用太陽光自家
消費蓄電池システムで、安心利用に向けて長期保証を
開始した。

■�リタール、ブログ公開「制御盤の熱対策にはフ
ァン！種類と選定方法について詳しく解説」

　リタールは、ブログ記
事「制御盤の熱対策には
ファン！種類と選定方法
について詳しく解説」を
公開した。
　インバータなどの動力
機器を搭載する制御盤
は、機器自体が発熱するため、制御盤外に放熱する必
要があり、大型になるほど増加し、放熱量も増えてい
く。その熱対策の一つとして有効なのが制御盤用ファ
ンで、記事では、制御盤の熱対策としての制御盤用フ
ァンについて解説している。

■�コンテック、クラウド型遠隔監視システムスタ
ートアップキャンペーン。特別価格で提供

　コンテックは、クラウド型遠隔監視システムの導入
を検討しているユーザーに対し、特別価格で機器やラ
イセンスを購入できるキャンペーンプランを実施して
いる。
　コンテック通販サイトe-shopで専用端末と電源を
購入の際にクーポンコードを入力すると30%OFFの
特別価格が適用されるほか、FacilityView年間ライセ
ンス（基本サービスと端末接続）を購入する際にもク
ー ポ ン コ ー ド を 入 力 す る と 年 間 ラ イ セ ン ス が
50%OFFとなる。
　キャンペーン期間は2024年1月31日まで。

ほ市のTDK稲倉
工場東サイトでの
モバイルマニピュ
レータの事例を動
画と合わせて公開
した。
　同工場では、フ
ェライトの材料と
コアの開発/製造
を行っており、成
型機トレイから焼
結用容器への移し
替えを人手で慎重
につらい姿勢で行
っていたものを、

（GDT）を配置したSPDで、
通常時の接地への漏れ電流をな
くし、各相に置かれたバリスタ
が万一の短絡故障を起こして
も、これに起因した地絡を防止
することができ、日本国内で一
般的なTT接地方式に適してい
る。

■�フエニックス・コンタクト、ユニバーサルケー
スシステムUCSシリーズの特設サイト公開

　フエニックス・コンタクトは、ユニバーサルケース
システム「UCSシ
リーズ」を紹介する
特設サイトを公開し
た。
　同製品は、10種
類の製品サイズとカ
スタマイズ可能な基
板取付位置によりあ
らゆる基板に対応す
る 箱 ・ 筐 体 ケ ー ス
で、専用アクセサリでDINレール取付や壁面取付など
6種類の設置方法に対応している。

■�アドバンテック、12月25〜27日に福岡県直
方・鞍手地域の中高生へロボットプログラミン
グ教室開催

　アドバンテッ
クは12月25日、
26日、27日の3
日間、九州大学
在籍中の大学生
プログラマー集
団「GLEAP」
と協力し、福岡
県直方・鞍手地域に在住・通学の中高生を対象に、ロ
ボットプログラミング教室を開催する。

■�ピルツ、技術広報誌「Me n s c h � u n d�
Automation」最新号　未来のトピックスを
紹介

　ピルツジャパンは、技術広報誌「Mensch und 
Automation」の最新号の発行とWEB公開を行った。
最新号では、ピルツの未来のトピックとして、人工知
能と安全をどうすれば両立させられるのか？IO-Link 
Safetyや産業サイバーセキュリティといった問題を取
り上げている。

■�北陽電機、まんがで分かる制御機器　第16話
「AGV同士がすれ違うと停止？？」公開

　北陽電機は、制御機器の知識についてまんがを織り

FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/
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実
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い
部
品

が
故
障
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
「
な
ん
で
予
備
品
が
な
い

の
？
」
な
ん
て
周
囲
か
ら
言
わ

れ
ま
す
と
、
全
て
の
部
品
の
予

備
を
持
ち
た
く
な
る
気
持
ち
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
無
理
が
あ
り
ま
す
し
、
実

際
に
は
不
可
能
で
す
。

　
私
が
勤
め
て
い
る
企
業
は
大

企
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
予

備
品
に
関
す
る
４
つ
の
ル
ー
ル

を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
ま
ず
、
予
備
品
は
数
千
点
あ

り
、
比
較
的
安
価
な
予
備
品
管

理
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
い
ま

す
。

　
１
つ
目
、
考
え
方
と
し
て
、

使
用
実
績
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
履

歴
か
ら
故
障
発
生
頻
度
や
部
品

寿
命
を
予
測
し
、
設
備
ご
と
に

重
要
度
を
設
け
、
リ
ス
ク
に
応

じ
た
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
故
障
の
発
生
確
率
だ
け

で
な
く
、
入
手
困
難
性
や
修
理

時
間
の
影
響
も
考
慮
し
て
在
庫

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
停
止
が
許
容
で
き

な
い
設
備
は
重
要
度
が
高
く
、

基
本
的
な
対
応
方
法
と
し
て
、

耐
用
時
間
を
定
め
て
お
い
て
、

故
障
し
て
い
な
く
て
も
交
換
す

る
予
防
保
全
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
予
備
品
も
多
く
保

管
し
て
い
た
り
、
交
換
し
た
部

品
を
中
古
品
に
な
り
ま
す
が
、

予
備
品
と
し
て
保
管
し
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
重
要
で
な
い
設
備
は
予
備

品
の
数
を
少
な
く
し
、
短
納
期

の
部
品
は
持
た
な
い
な
ど
の
対

応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
設
備
の

中
に
は
壊
れ
て
か
ら
対
応
す
る

事
後
保
全
の
ラ
イ
ン
も
あ
り
ま

す
。
設
備
の
重
要
度
に
つ
い
て

は
、
生
産
計
画
を
立
て
て
い
る

部
署
と
相
談
し
、
決
定
し
て
い

ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
計
装
関
係
の
部

品
で
は
、
異
な
る
設
備
で
も
同

じ
型
式
の
部
品
を
使
用
し
て
共

通
化
、
パ
ワ
ー
サ
プ
ラ
イ
な
ど

は
大
容
量
の
タ
イ
プ
を
予
備
品

と
し
、
ど
こ
に
で
も
一
時
的
に

使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
予
備
品
の
数
を
減
ら
す
努

力
も
し
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
同
じ
設
備
メ
ー

カ
ー
か
ら
同
じ
ま
た
は
似
た
よ

う
な
仕
様
の
設
備
を
導
入
し
、

他
の
ラ
イ
ン
で
も
代
替
機
と
し

て
製
品
を
製
造
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
４
つ
目
は
、
多
少
コ
ス
ト
が

か
か
り
ま
す
が
、
設
備
に
よ
っ

て
は
メ
ー
カ
ー
と
保
守
契
約
を

結
び
、
保
守
部
品
を
確
保
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
設
備
も
あ
り

ま
す
。

　
他
に
も
細
か
な
ル
ー
ル
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
ル
ー

ル
を
定
め
、
ソ
フ
ト
を
使
用
し

て
予
備
品
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
今
回
の
よ
う
に
予

備
品
が
不
足
し
て
生
産
停
止
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

課
題
は
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
戦
略
的
か
つ
効
果
的
な
予
備

品
管
理
の
手
法
を
模
索
し
続
け

る
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回

の
コ
ラ
ム
を
書
き
な
が
ら
、
工

場
の
予
備
品
管
理
は
故
障
対
応

の
迅
速
さ
と
コ
ス
ト
の
最
適
化

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
は
改
め

て
難
し
い
課
題
と
感
じ
ま
し

た
。

　
予
備
品
が
不
足
す
る
と
、
ど

れ
だ
け
計
画
が
立
て
ら
れ
、
効

率
的
に
作
業
が
進
め
ら
れ
て

も
、
生
産
の
中
断
や
遅
延
が
発

生
し
ま
す
。
そ
の
影
響
は
企
業

に
と
っ
て
致
命
的
と
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　
こ
の
難
し
さ
に
対
処
す
る
た

め
に
は
、
デ
ー
タ
の
分
析
や
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
、
さ
ら
に

は
柔
軟
な
戦
略
の
策
定
が
必
要

で
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
予
備
品
が

な
い
状
況
で
部
品
が
故
障
す
る

と
、
と
て
も
焦
り
ま
す
ね
。

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
】
シ
マ
タ
ケ

　
共
働
き
の
子
育
て
会

社
員
。
工
場
で
15
年
間

働
く
電
気
エ
ン
ジ
ニ

ア
。
現
在
は
某
製
造
メ

ー
カ
ー
の
生
産
技
術
担

当
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
、
第
３
種
電
気
主
任
技

術
者
、
第
２
種
電
気
工
事
士
、
機
械
保
全
技
能
士

電
機
系
２
級
、
工
事
担
任
者
（
現
Ｄ
Ｄ
第
１

種
）
、
２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
消
防
設
備
士
（
乙

６
、
７
）
、
危
険
物
取
扱
者
（
乙
４
）
な
ど
多
数

の
国
家
資
格
を
取
得
。
心
理
学
を
勉
強
中
で
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
心
理
士
、
行
動
心
理
士
も
取
得
。

　
「
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ツ
ボ
」
で
ブ
ロ
グ
と
Ｙ

ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
情
報
を
発
信
中
。

　https://shimatake-web.com/
　https://www.youtube.com/c/Japanese 

ElectricalEngineer/

データ分析やソフトを使用

予
備
品
管
理
の
難
し
さ

■�EPLAN、電気CAD部品ポータルサイト
「EPLAN�Data�Portal」に昭電とオリエン
タルモーターの製品を掲載開始

　EPLANの電気CAD部品ポータルサイト「EPLAN 
Data Portal」に昭電とオリエンタルモーターの製品
が掲載を開始した。
　同サイトは、世界中の部
品メーカーが日々自社の部
品データを管理し、ユーザ
ーのためのデータベースに
定格や3Dレイアウト図な
どを公開しているもので、
11月14日現在で468社、150万9396点の部品データを
利用することができる。新規掲載として昭電とオリエ
ンタルモーターの製品データが新規掲載を開始した。

■�ECAD、ECADライブラリを公開　三菱電機
の変圧器ライブラリ更新

　ECADは、ECADライブラリを公開し、三菱電機の
変圧器ライブラリを更新した。更新したのは、三菱電
機の変圧器「モールド変圧器EX-αシリーズ」「モー
ルド変圧器Rシリーズ」「油入変圧器EX-αシリー
ズ」「油入変圧器EX-βシリーズ」。
　ECADライブラリには日本国内メーカー約60社の
部品を登録してあり、今回の更新で登録部品点数は
203万4173点となった。

■�ソルトン、コラム「持続可能な開発目標SDGs
に対して産業用コネクタで実現できること」を
公開

　ソルトンは、産業用コネクタ.comでコラム「持続
可能な開発目標SDGsに対して産業用コネクタで実現
できること」を公開した。
　製造業がSDGs
に関連する取り組
みとして、産業用
コネクタを使った
工場内の省エネ対
策について紹介。
汎用コネクタから
実績のある産業用
コネクタに変更しただけでコストダウンや省エネにつ
ながることもあると解説している。

■�東芝インフラシステムズと東芝産業機器システ
ム、トップランナー変圧器の取扱説明書をペー
パーレスに

　東芝インフラシステムズと東芝産業機器システム
は、トップランナー変圧器の取扱説明書をペーパーレ
ス化し、2024年1月1日完成分からQRコードからスマ
ートフォンなどで簡単にダウンロードする方式に移行
する。
　対象製品は、トップランナー油入変圧器、トップラ
ンナーモールド変圧器。スコット変圧器、低圧変圧器
などは取扱説明書の同梱を継続する。

■�音羽電機工業、2024年1月15日付で東京本
部を移転　港区芝浦に

　音羽電機工業は、2024年1月15日付で東京本部を移
転する。新住所は〒105-0023　東京都港区芝浦1丁目
2-1　シーバンスN館20階。電話番号とFAXも変更と
なり、新電話番号は03-6722-0108、新FAX番号は03-
6722-0107。

■�キーエンス、ホームページを見やすく・使いや
すくリニューアル

　キーエンスは、ホーム
ページを見やすく使いや
すいデザインにリニュー
アルした。
　リニューアルのポイン
トは、①探している情報
がすぐに見つかる「ナビ
ゲーション」を強化し、目的の情報が、より簡単に早
く見つけやすくなった。②自分に合った探し方で、商
品が見つかる「商品を探すナビ」を搭載したこと。商
品を探すナビでは商品、カテゴリ・キーワード、用途
事例の3通りの探し方を1つのナビに詰め込んで探し
やすくした。③探したいアイテムに絞って「検索」で
きるようにし、商品やカタログ、CAD、マニュア
ル、ソフトウエアなど欲しい情報に絞り込んで検索で
きるようになった。④パソコン、タブレット、スマー
トフォンのどの端末でも見やすいデザインに一新し。
画像サイズ、文字サイズが大きくなり、見やすくなっ
た。

■�川崎重工のサービスロボット「FORRO」が藤
田医科大学東京先端医療研究センターに導入

　川崎重工業とSEQSENSE、藤田医科大学は、医療
従事者の負担軽減および業務効率化を目指す取り組み
として、「藤田医科大学羽田
クリニック」を併設する次世
代医療・研究の拠点「藤田医
科大学東京先端医療研究セン
ター」にサービスロボット
「FORRO（フォーロ）」の
新型機種を1台導入した。
　今回導入した新型機種は、荷室容量の77㍑から100
㍑に約30％拡大し、走行音も低減するなど現場での
使いやすさを高めたもので、センター内で行われる各
種検査の検体配送に従事する。

■�ジェイテクトエレクトロニクス、海外関係会社
の社名変更

　ジェイテクトエレクトロニクスは、ジェイテクトグ
ループ企業としての一体感を醸成するため、海外関係
会社の社名変更した。
　台湾の台湾洸洋電子股份有限公司（TAIWAN 
KOYO ELECTRONICS INDUSTRIES CO.,LTD.）
は 、 4 月 1 日 か ら 台 灣 捷 太 格 特 電 子 股 份 有 限 公 司
（JTEKT ELECTRONICS TAIWAN CO.,LTD.）
に。インドのKOYO ELECTRONICS INDIA PVT.
LTD.は、5月10日からJTEKT ELECTRONICS 
INDIA PVT.LTD.に。中国の研光電子（無錫）有限
公司（YAN GUANG ELECTRONICS（WUXI）
CO.,LTD.）は、12月1日から捷太格特電子（無錫）
有限公司（JTEKT ELECTRONICS（WUXI）
CO.,LTD.）に変更した。

■�NKE、特注事例「立体搬送コンベア」を公開
　NKEは、特注事例紹介コーナーに「立体搬送コン
ベア」の製作事例を掲載した。
　立体搬送コンベアは、1駆動で水平→上下→水平の
搬送ができ、垂直スラットコンベア方式での連続搬送
も可能。レイアウトに合わせた長さ・高さに対応可で
き、搬送面はスラット方式を採用し、水平部でのアキ
ュームレートもできるようになっている。

FA業界掲示板�
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㍍。3つの建屋とエンジニアリングセンターで構成さ
れ、延べ床面積は1万3194平方㍍。

■�ペパーレット、静岡県島田市にペットケア用
品の新工場

　ユニ・チャームのペットケア用品の生産子会社であ
るペパーレットは、静岡県島田市に新工場を建設し
た。
　同社は、
猫用トイレ
の「紙砂」
を世界で初
めて開発し
た企業で、1975年に創業し、2012年よりユニ・チャ
ームグループの一社として事業を展開している。ユニ
・チャームグループ各社の製造工程から排出される紙
おむつや生理用品などの資材ロスなどを原材料の一部
として活用して紙砂を製造し、循環型社会の実現に貢
献している。これまで一部において分散していた生産
拠点を新工場に集約することにより、生産能力および
物流効率の改善などを目指す。

■�三菱電機、鎌倉製作所と郡山工場、電子通信
システム製作所に新生産棟8棟を建設

　三菱電機は、防衛装備品の開発・生産を行う鎌倉製
作所（神奈川県鎌倉市）と同製作所郡山工場（福島県郡
山市）、電子通信システム製作所（兵庫県尼崎市）に
計約220億円を投資し、新生産棟（計8棟）を建設す
る。2025年4月から順次竣工し、防衛装備品の開発・
生産体制を整備していく。
　新生産棟では、生産工程の自動化拡大、AMR活用
による物流効率化などにより、高品質・高効率な生産
を実現する。3DデータやBOM情報を中心とした
ECM基盤を構築し、IoTを活用したものづくりDXを
推進し、拠点間の連携強化を図る。また、CO2排出量
削減の取り組みにより、カーボンニュートラル社会の
実現に貢献する次世代工場を目指す。
　鎌倉製作所の建築面積は、合計約6040平方㍍、延
べ床面積は約3万400平方㍍。鉄骨鉄筋コンクリート
造、鉄骨造、地上6階建2棟の地上5階建1棟合計3棟。
2026年3月から順次竣工。
　郡山工場の建築面積は、合計約9300平方㍍、延べ
床面積は約2万1900平方㍍。鉄骨鉄筋コンクリート
造、鉄骨造、地上3階建2棟の地上2階建2棟合計4棟。
2025年4月から順次竣工。
　電子通信システム製作所の建築面積は、約3600平
方㍍、延べ床面積は約2万5200平方㍍。鉄骨造地上7
階建1棟。2026年12月竣工。

■�日本デルモンテ、2025年6月で長野工場の
生産を終了して群馬工場に集約　群馬工場に
設備投資

　キッコーマンの子会社の日本デルモンテは、現在、
群馬工場（群馬県沼田市）と長野工場（長野県千曲市）
の2つの拠点で調味料や飲料などの生産を行っている
が、生産性向上に向けて生産体制を見直し、長野工場

国内

■�ギガフォトン、栃木県小山市で生産棟の新社
屋が竣工　生産能力を2.5倍に拡大

　半導体リソグラフィ用光源メーカーのギガフォトン
は、生産能力増強を目指して2022年7月より着手して
いた栃木県小山市の生産棟の新社屋が竣工した。
　今回竣工した生
産棟の新社屋は50
億円を投資し、同
社として初の生産
専門の建屋。新生
産棟では一人当た
りの生産効率だけ
でなく、福利厚生
面も充実させ、生産部門人員を2020年の2.4倍に増強
する計画。新社屋の稼働によって目標としていた
2020年比2.5倍の生産キャパシティを実現する。
　新社屋は鉄骨造の地上3階建、塔屋1階。延床面積
は7537平方㍍。

■�平田機工、滋賀県野洲市の関西工場のリニュ
ーアル工事が完了　本格稼働開始

　 平 田 機 工 は 、
2021年より段階的
に行ってきた滋賀県
野洲市の関西工場の
リニューアル工事が
完了し、運用を開始
した。
　新工場は、①社員の意見を取り入れて職場環境改善
・向上を目指す、②持続可能な環境保全の取り組みを
強化する、③同社の認知度向上や企業イメージ向上に
つながる事業所を目指すをコンセプトに建設。
　2800平方㍍の組み立て建屋を新設し、既存建屋内
の機械設備のレイアウトを見直すことで、調達から機
械加工、塗装、組み立てまでの工程で生産の流れを整
流化して一貫生産体制を構築して生産性を向上。また
管理関節部門でもブーメラン型のデスクを採用して開
発・設計担当者が自由な発想のもと集中して業務に取
り組めるレイアウトとした。

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB�URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/

　同社は大阪府内に、1948年より操業した大阪工場
と、2020年より操業を開始した大阪茨木工場を有
し、匠の技術を有する社員を誇る大阪工場の高い生産
技術と、最新鋭の設備を備える大阪茨木工場を統合す
ることで、技術を継承しながら、持続的により働きや
すい環境で、生産性高く高品質な製品を供給していく
ことを目指す。統合完了後、大阪工場は生産活動を終
了する。

■�SBIホールディングス、台湾・PSMCと宮城
県黒川郡大衡村に半導体ファウンドリを建設

　SBIホールディングスと台湾の半導体ファウンドリ
大手Powerchip Semiconductor Manufacturing 
Corporation（PSMC）は、宮城県黒川郡大衡村の第二
仙台北部中核工業団地を半導体ファウンドリの建設予
定地として決定した。
　同社とPSMCは今年8月に日本国内での半導体ファ
ウンドリ設立に向けた準備会社としてJSMCを設立
し、工場建設地の検討を進めてきた。工場建設計画の
発表以降、30を超える自治体から誘致の申し出があ
ったが、給排水、高圧電力、ロジスティックなどのイ
ンフラの充実度、災害への強度、周辺の住環境、今後
の産官学連携の可能性などを踏まえ、第二仙台北部中
核工業団地を建設予定地とした。
　建設予定の工場では最終的に、28nm、40nm、
55nmの半導体について月間4万枚のウェハを生産で
きる計画となっている。

■�トーヨーカネツ、和歌山県橋本市に新工場建
設

　トーヨーカネツは、和歌山県橋本市に新工場を建設
する。
　これまで同社は現在の和歌山工場（有田市）を中心
に生産を行ってきたが、省人化ニーズの高まりを背景
とした多様化・高度化を伴う物流システム需要の増加
に応え、事業規模を拡大するためには生産体制の増強
が不可欠となり、新工場を建設する。
　新工場予定地の和歌山県橋本市あやの台北部用地
は、現在の和歌山工場との相互支援や補完ができ、効
率的に生産機能を拡大していくことができ、工業団地
用地なことから操業時間などの制約も少なく、生産量
増加にも対応可能。新工場は、製品の増産に加え、国
内外からの物流システム調達品の品質管理拠点として
の役割を果たす、
さらに設備設置工
期を短縮するため
に製品のユニット
化を進め、物流ソ
リューション事業
のバリューチェー
ン全体の効率化へ
の貢献を進める。
　敷地面積は約4
万9916平方㍍。
投 資 額 は 土 地 で
14億5000万円。
2028年操業開始。

　またフリーアド
レスやミーティン
グ ボ ッ ク ス の 設
置、バリアフリー
化、食堂の拡充や
無料で利用できる
トレーニング施設
などリラックス・
リフレッシュでき
る空間を整備し、
多様な働き方に対
応している。
　新工場の敷地面
積 は 3 万 4 8 平 方

での生産を終了し、群馬工場に集約することとした。
　群馬工場はトマト調味料を、長野工場は飲料を主な
生産品目として生産を行っており、新たに群馬工場に
設備投資を行って生産品目を集約することで、効率的
な生産体制を構築する。長野工場での生産終了は
2025年6月を予定している。
　群馬工場の敷地面積は3万2500平方㍍。

■�東邦チタニウム、神奈川県茅ヶ崎市の茅ヶ崎
工場と福岡県北九州市の若松工場でスポンジ
チタンの生産能力増強

　東邦チタニウムは、神奈川県茅ヶ崎市の茅ヶ崎工場
と福岡県北九州市の若松工場でスポンジチタンの生産
能力を増強する。1年当たり3000㌧の増産となる。
　2023年11月着工。2026年1月稼働開始。

■�永谷園ホールディングス、茨城県高萩市に新
工場建設

　永谷園ホールディングスは生産体制の強化に向け、
茨城県高萩市大字赤浜の赤浜地区工業団地にお茶漬け
やふりかけ、粉末みそ汁などの生産の基幹工場となる
新工場を建設する。敷地面積は約4万5000平方㍍。
2024年7月着工予定。2025年7月竣工予定。投資額は
約70億円。

■�食研、愛知県豊橋市の豊橋工場を移転・新設
　製造能力は2倍に

　冷凍食品メーカーの食研
は、愛知県豊橋市三弥地区
に工場を新設し、現在の豊
橋工場を移転する。これに
より同社の生産能力は1万
㌧になる計画。
　新工場の敷地面積は現工場の約5.8倍に広がり、カ
ツ類、カツサンド、食品機能製剤の製造を担い、冷凍
食品の製造能力は年間5000㌧で、これまでの約2倍と
なる予定。製造ラインは「加熱済み品の専用ライン」
と、「加熱済み品と未加熱品の切り替え可能なハイブ
リッドラインの2ライン体制を整える。
　また、新工場に導入する急速冷凍設備の冷媒には

「自然冷媒」を採用。自然冷媒には二酸化炭素やアン
モニアが使われるため、温暖化への影響をフロンの1
万分の1に抑えることができる。LED照明も導入する
ことで電気消費量を削減、CO2排出量軽減に貢献す
る。
　敷地面積は2万244平方㍍、延床面積は7292平方
㍍。2023年12月に竣工し、2023年12月中旬操業開
始。設備投資額は55億円。

■�資生堂、2026年上期中に大阪府内の大阪工
場を大阪茨木工場に統合

　資生堂は、大阪府大阪市東淀川区の大阪工場の生産
活動を、2026年上期中を目途に大阪府茨木市彩都も
えぎの大阪茨木工場に統合する。


